














目的 

発達遅滞を示すかあるいはその疑いのある子どもたちに対する早期からの療育的対応が重

要であることは早くから指摘され,いくつかの試みもすでに行なわれてきているが,いまだ

その対応が充分であるとはいいがたい。 

周到な配慮にもとづく療育計画はもとより,療育活動をはじめるにあたっての綿密な発達

評定(アセスメント)と療育指導後の評価をも考慮した療育プログラムが切望されている。 

この研究は,発達評定(アセスメント)-療育目標の設定-療育計画の作成-療育活動-評価,そ

して再び発達評定へと循環的に機能する一連の療育システムの中の,アセスメント・療育目

標・効果の評価方法を開発することを目的とするものである。 


